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府支仏と Mahapadaηαsuttanta

博士後期課程一回生天野信

はじめに

大乗仏教で三乗の枠組みに入れられる砕支仏 (5kt.P目tyekabuddha， pali 

paccekabllddha)については多く論じられてきた九原言苦からは「単独¢仏陀Jr独
自に覚った仏陀」と解釈できる九僻支仏の起源に関しては、本来仏教とは関わ

りなく存在していた苦行者であるとする説や3、正覚を得た後に説法を践路した

釈尊に起源を求める説などがある阿含・ニカーヤで僻支仏に言及する資料は比

較的少ないが、三乗に組み込まれる以外の砕支仏が目立つ。例として次の資料を

見てみよう。

bh日tapllbb副nso m油ar可a5e¥lhi gahapati Tag訂百ikkI由11nan国 pacceka
bllddh叩 1pu)<)apatena patipade5i detha 5四国n田saPll)φn-ti vatva lI¥lhay-
as叩 aP必cami..'.(SN. 1 p.92) 
大王よ、遠い昔に彼の資産家である長者は、タガラシキという名の

砕支仏に托鉢の食物を与え、「沙問に食物を与えよ」と言って座から

立って去って行った

Yam kho 50 n百harajase¥lhi-gahapati Tagarasikhhn paccekabuddham 
pir)<;lapatena pa¥ipadesi， tassa k町田n描savipakena sa仕汰hattumsugatim 
sagg包11lokam uppajji， tass-eva kammassa vipakavasesena m羽田ayeva 
Sava仕凶ya5誠心也hatllul1se¥lhittam凶田i.(SN. 1 p.92) 
ところでその資産家たる長者はタガラシキとし、う砕支仏に托鉢の食物

を与えたので、その行為の報いとして七回天の世界に生まれた。また

その行為の幸齢、の残余によって七回この舎律械の長者の地位にっし、む

この様に布施供養される対象として諮られる場合がある5。経典編纂は仏陀の

l桜部建[195句、勝目宏遠[1957]、山間明爾[197旬、真柄和人[1981]、f記崎出問[1994]、
勝本筆蓮[2001]、R.Kloppenborg[1974]，K.R.Nol'皿皿[1983]等。
'Bllddhisl Hvbrid Sallskril Dictiollaryのp.378にpratyekaーの意味はあra single 
pe四on，m也vidualpersonとある。またPTSD.p.385にpa田ekaはeachone， single， by 
oneself， separa也，various， severalとあり paccekab凶dhaはoneenlightened by 
M皿self，i.e .one w ho has attained回thesupre皿eand perfect insight， but dies 
without proclai皿ingthe trl.lthωthe worldとある。
3藤田[1957]pp.93.96。
4字剤白寿[1965]pp.228-230

5他にudl晶悶v，3(lIdanap.50)， W矧1可含経』巻46伏正2，No.99，p.337c)、『増ー阿含経』
巻13(大正2、No.125，p .723)など。この様な砕支仏に対する信仰について山田明
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死後為されたのであろうから、砕支仏を具{本的な信仰の対象として説くこの記述
は、~に挙げる Mahãparinibbゐ7凶ullanla(DNNo. 16)で仏陀が死の前に説いた教え
とは相反する。

Atha凶10Bhagava ay田n国nt印nλ血n也111amantesi‘Siy互khop叩 'λn印 da
h町由昌也mev叩 1出saゾ‘atjtasatthllkaIj1pavac四百p，n'ぽthino Sattha" ti. Na 
kho P血l'et副]1An叩也evamda凶田bbam.Yo Vo An血darr国.yaDhammo ca 
Vil1ayo ca desito panna仕o，sovomam'出品.ye皿 Satt凶 (DNllp.154)
アーナンダよ。あるいはあなたたちは私の死後に次の様に思うかも

しれない。「教えを説いた師は逝った。我々に師は居なし、Jと。しか

しこのように見なしではならない。私によって説かれ教えられた法

と律とが、私の死後にあなたたちの師となるであろう。

この教えを忠実に守るならば、僻支仏を具体的な信仰の対象とすることは、
仏陀の教えに反することとなる。これらの記述は仏教教団内には仏陀の死後、「具
f柏句な礼拝対象の存在を面見する立場Jと「仏陀の説いた法を罫見する立場Jの
あったことを示唆する。保守的な立場をとるパーリ上底部において、仏陀の死後、
彼の説いた法よりも具体的な礼拝対象の相主を昌見することは、教えに反し排斥
されるべきことであったかもしれなし九一方で経典編纂の際に、礼拝対象の存
在を罰見する人々の影響はあったと思われる。その事をパーリ上座部所伝の僻支
仏を説く文献に基づし、て明確にすることが本稿の目的である。さらに縛支仏を説
く経典と連絡性を持つMahapadanasuttanla(DNNo.14)の過去仏について論じる。
その探、所属部派の異なる1英訳文献も併せて考察する。

1.法を説く辞支仏
一般に他に説法をしない存在とされる砕支仏であるが7、仏陀の前生物語であ
る必lalmに対し、弟子 (sav法a声開)の前生物語であるApad，丘叩 (以下Ap.)の
官頭にある Paccek.αbuddhapadana(砕支仏のアノ号タぜーナ)では砕支仏が法を説く
相主として登場する九その箇所を見てみよう。

Tathagatam jetavane v出血t血11
apllcchi Vedeh田町田1Inatai1go: 

爾[1979]は次のように述べる。 rw法』中心の教団上層にとっては、 f去がZ正に釈尊によ
って伝えられていて、護持されていれば、釈尊は栴主しなくてもよく、仏滅後であ
っても新たに仏を求める必要がなかった。 一方、下部の信者にとっては礼拝 ・布
施の対象が存在しないことは致命的である。出家の仏弟子たちも供養にふさわしい

とはいえ、釈尊と同伊lにはならな>'0当時の宗教社会に共通して覚者と認めれてい
たpacceka-blld必la，pa坑εya-blld品aが、釈尊なきあと供養にふさわしいものとして
仏教者にむかえいれられている所以である。(山田[1979]p.109)J 
6杉本卓洲[1990]でも同織の指摘がなされている。

7 W笠月仏教大辞典.JI rt主党」の項 (pp.292・294.) 参~?'O
8 Jata知でも説法する砕支仏が現れる。Ja.378，da丙mukha-paccelm・buddhaゴata知伸回、
p.238)， 391， dhajavihepブ'alalm(Ja.m，p.303)， 408， Ia/lnbha初raプ~ãta，灼(Ja.m，p.375) 
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‘paccekabuddha kira nama honti 
bhavanti te hetuhi kehi dl由主?'(v.l，Ap.p.7)
ジェータノくーナに住む如来にベーデハムニナタンガは尋ねた。 「実に

府支仏とよばれる方々が[世]にいますが彼らはどうし、う理由で賢き

方々であるのですかっJ

Tad五hasabbannuvaro mahesi 
Anandabhaddam n国dhl四ssarena
Ye sabbabuddhesu katadlUkfu包
aladdh叩 kkhaJin抑制u.(v.2，Ap.p.η

その時一切知者であり最上の大聖人である[お方1はアーナンタ資者に
対して甘い声で言われた。「彼らはすべての仏たちに対して供養を行

い、勝者の教えで角早脱を得ていない方々である。

Ten' evas田]weg創llukhenadhIra 
vinapi buddhehi sutikkhapafuia 
盈百四11叩 enapipati口akena
paccekabodllli]1阻upap山田ti.(v.3，Ap.p.7)
厭官世を[求める]ことによって、仏たちを除いては、鋭い智慧を持つ賢

き方々であり、わずかな所縁によって砕支仏の覚りに到達する。

Sabb田叶首lokamhin四国l]1lhapetva
paccekabuddhehi samo 'va n' atthi. 
Tesru]1 imrun vat)1)apad白血.nattatll
v法kham'ahan1 sadl1U mahamunin且'll.(v.4，Ap.p.7)

すべての世のなかで私を除いて僻支仏に等しいものは存在しない。

彼の大牟尼たちのこの階級{主地のある限り私は宜しく説き明かそう。

Sayrun eva buddhan町"Clmahaisll1at11 
sadh面1iv辺cyanimadhuii ca khuddaJ]1 
anu社町田nbhes司阻1pa仕hayanta
slU)otha sabbe sup出叩naCl口正(v.5，Ap.pη
自ら仏たちゃ大仙たちの善い言葉を、少ない蜜を最上の薬を望む人々、

すべての明浄の心をもっ人々は聞きなさい。

Paccekabuddl1anal]1 satllagatanat]1 
p副司llparavy訟紅型)fu1iyaJ吐
adinavo yan ca v凶gava仕hlll]1
Yatha ca bodl山]1血mpaplu:lli]1SU.(v.6，Ap. p. 7) 
集まってきた砕支仏たちの過怠や隙食のことを含む覚りを得たとい

う伝承を[話そう]。
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S四樋gava仕husuvir吉E出aniu
ra仕却nhilokan也ivi血性aCl目玉
hitva papancarpjitaphanditani 
ta凶l'eva b叫him田 upap町田nsu.(v.7，Ap.p.8)

跨支仏と MClhjj，川島Il/SII!t(/llltl(天野)

食欲の事のあるところでは食欲を離れた有想者であり、欲楽の世界

では隣食の心を持つ者であり、妄想を姶て、動揺に打ち勝ちその時、

[彼らは]覚りに到達した。

次の第八{易から第四十九{高まで砕支仏がどの様にして悟りに至ったかを説く。
この箇所は大部分が Su陶nipaJαの khaggavisaJ.lOslItta(Sn.v.35-75. Sn.pp.6-12.)か
らの引用である。

Sabbesu bh日t田u!Udhaya也nd町n
avih~\hayarp 副ññat古田npit田町n

mettena cittena hitanukampi 
eko care khagga.吋sanakappo.(v.8，Ap.p.8)

あらゆる生き物に対して鞭を手放して、それら生き物のいずれも害

さずに、慈悲の心をもって、犀の角のように一人でいきなさbL 

Sabbe印 bh百tesu!Udhaya血ndam
avihe¥haya)1 anna凶四mplt回目)1
na puttan iccheyya kuto sahayarp 
eko care khaggavisaJ)akappo.(v.9，Ap.p.8) 

あらゆる生き物に対して鞭を手放して、それら生き物のいずれも害

さずに、子を求めず、ましてや友を求めるな。犀の角のように一人

でいきなさい。

この第九偽は SlIttanipalaと一致するが第八偽のC句は一致しなしえまたd句
の「厚の角のように一人でいきなさし、」という言葉が、第四十九偽までほとんど
各偽のd句で鼎、られる。 Su伽 j凶aの号開が終わった後の{易を見てみよう

PluinappaJ).idhii'i ca tathanimittan 
aseva'戸tvaJin出as四回世i
yesav由仕arpna vaj四ti曲五
bhav回 tlpacce岡 田五sayanbhuかSl，Ap.p.13)
功徳と願いとを、その様な相を勝者の教えにあって習行して賢者た

ちは声聞位には行かないで、一人で打ち勝った独存者となる。

9勝'*華遮[2001]p.97は「第九備がもとの詩で第八偽のC句は後から何らかの理由で
第九{昌の一部をかえて作られたと考えてよかろう」と述べる。
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S皿tindriyas阻I血nana田madhi
pa∞回tasa世田usatlppacara 
rup亘p町ヨ<ltha他国V山alanta
paccekabllddha satataIJ1 hita‘me.(v.53，Ap.p.13) 
これらの僻支仏は、諸根を鎮め、 意も鎮め、禅定して、辺境の衆生

に念をかけ、この世とあの世で燃える燈火であり、常に利益した。

「常に利益したjということから、ここでの砕支仏は 「衆生に説法する」と角平

釈できる。 このことは次の第五十四偽でも説かれる。

Pal血田abbav町田)aj百四da
lokapparupa gh阻止a.iic田五bha
間aJj1Sayru]11okas1.1也kkhil)eyya
paccekabllddha satatrun hita 'me.(v.54，Ap.p.13) 
全ての障碍が捨てられた、人の王たち、世の燈明、堅い金の光明で

あり疑いもなく、世間の供養を受けるべき方々、これらの僻支仏た

ちは常に利益しfゐ

次の第五十五 ・五十六偶では砕支仏の言葉の通り実行しなければ苦しみの世界

をさまよい、実行すれば真実をみて智慧をもつものになるとある。

Paccekabuddh副首)1四bhasi山首
car司lIilokamhi sadevはa!叫せ
回tv亙tathaye na karonti bala 
bha!TIa!1ti d叫改h田upunappl凹組te.(v.55，Ap.p.13)
砕支仏たちの善く説かれた言葉を、天と共なる世にいる人であって、

聞いても、愚かな人々は[その言葉の]様に行わなければ、彼らは何度

も苦の[世界]をさまよう。

Paccekabuddhanrull s1.1bhasitani 

111a品目)1yatha khllddam iva田町胡tan1

sutva tatha ye pa¥ipatti卵白亙

bhavanti te回ccad酪asapanna.(v.56，Ap.p.13) 

砕支仏たちの普く説かれた言葉を、例えば僅かな蜜が流れる様に聞

いて[その言葉の]様に実践すれば真実を見る者となり、智慧を具える

者となる。

さらに僻支仏の語る偶を賞賛するのがつぎの第五十七偽である。

5 
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Paccekabuddhehi Jinehi刊 l樋
gatha ujar五abhinikkhamitva
ta S品cyasihenanaruttamena 
pakasi白dhammavijan印a仕haIlI.(v.57，Ap.p.14)

腕支仏とlv!{/h伽uf(inu則的mla(天野)

島幸支仏たちによって、勝者たちによって語られた偉大な偽、これら

は出家された、最上の人である釈氏の獅子によって法の識知の為に

説かれた。

この様に、ここで説かれる砕支仏は一人で孤独に修行に励み、覚った後は他
に説法する。 ニカーヤ中古層とされる印刷判的の記主をこの様な砕支仏を説く
ものに変え Ap.に挿入し、編纂した理由は何であったのか。それを考える上で次
のMahaparinibb2初出uttanlaの仏陀の遺骨に関する記述を見てみよう。

‘KathaIlI mayam bh印 teTathaga出問団血epatipajjan1ati?' (DNllp.141) 
尊者よ、 如来の遺骨に対して私遣はどのようにしたらよいのでしょ

うかつ凹

‘Avyavat互ttm由eAn叩dahotha Tathagatassa sanraplljaya， ingha ttu吋1e
A且皿da回da凶1egha(atha， sada世haIl1 田uyunjatha，sadatthe app副ηatta
atapino pahita焔 viharatha.号制'Al四 dakha仕rya-p印<;litapi bra.hmal)a-
pal)<;lit亙pigahapati-pal)<;lita pi Tathagate abhipp出血ll1a，te Tathagatassa sanra-
p匂師同rissantiti.' (DN II p .141) 

アーナンダよ。あなたたちは如来の遺骨の供養に従事しではならな

しL どうかあなたたちは正しい目的のために努力しなさい。正しい

目的に対して怠けず、熱心に精進していなさい。アーナンダよ。王

族の資者たち、バラモンの賢者たち、資産家の覧者たちで如来に浄

信を持っている人たちがいる。彼らが如来の遺骨の供養をするであ

ろう。

仏陀の死後、説かれた法を師とする教えからすれば、出家比丘に対して遺骨供
養に従事することを禁止するのは当然である。そのためアーナンダたちと王族の
人々等を区別したのであろう。抽.h伽 .，.inibb.伽白川仰向ではさらに次の捺な記述
がある。

‘Ya出五回10瓦n四daraiiJio c北kavattissas田'lrepa¥ip初出tiev血，1Tathagatassa 
S田'lrepa(ip司jjitabb副)1. Cattumnahapathe Tathagatassa thupo katabbo. 
Ta他国yen1a1田11va g'血 dh"'11va VaJ)l)aka!11 va五ropessantiabhivadesSaI1ti va， 
ci仕町 vaP自制問aIlIi，tes"'11 taIlI bha羽田atidigh田畑l'hitaya sukhaya 
(DNllp.142) 

10sariraを「遺骨Jとするか「遺体jとするかについてはG.8chopen[1991]，下回正弘
[199司p.74以下に詳しく述べられている。
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アーナンダよ。転輪王の遣'聞を処理するのと同じように、如来の遺

骨を処理すべきである。四つ辻に如来の搭をつくるべきである。誰

であろうと、そこに花輪または香料または顔料をささげて礼拝し、

また心を浄らかにして信ずる人々には、長い間利主主と幸せとがおこ

るであろう。

この記述からすると本経では遺骨への供養 ・礼拝を肯定している様である。}

の追官供養が僻支仏と関係するのが次の言己主である。

‘C組員ro'me An皿dathup盈叫la.K国ameca仕草roつ‘ TathagatoArahaql 
S担nI11a-S剖nbl1ddhoth日par油0，Pacceka-Buddho th日paraho， Ta.出agata
savako th日paraho，raja c水kava仕jthup福祉10. (DN IIp.142) 

アーナンダよ、これら四つの者は熔を建てるに値する。四つとは何

かつ如来応供正等党者は塔を建てるに値する。僻支仏は塔を建てる

に値する。如来の弟子は熔を建てるに値する。転輪王は塔を建てる

に値する。比丘たちよ、この四つは塔を建てるに値する。 11

仏陀の死後、遺骨を敬う仏閉言{印は最初期は在家信者によって支持されてし、

たが、その後、出家比丘も行うようになったと考えられる九仏主苦信仰を行う集
団は、培崇拝するに値するという砕支仏の柄主を劃見したであろう。仏典を編纂
する立場であった出家比丘たちも彼らの信仰形態は、無視できるものではなかっ
たと考えられる九以上挙げた遺骨供養の記述が、 Apに挿入され説かれた砕支仏
の背後にあるものと考えられる。

llAl1guttaranik加でも同じことが説かれる。CAN.n p.245.)同内容の言己主は漢訳文献
にもみられる『長阿含経』巻3ri断T経J(大正1，No.1，p.20.l、『大股J里製経.Jl(大正
l、No.7，p.200b)、『増ー阿合経』 巻19、49、50(大正2、No.125，p.642a-b、816b、
823b)砕支仏と仏塔の「占係については杉本卓洲[1984]pp.257-262 参~~-o
12静谷正雄[1974]pp.14-2 9参~R。
13静谷正雄[1974]p.22には「仏培1言仰は時代と共にますます民衆の仏教として盛行し、
出家比Eを中心とする伝統的な部派仏教の集団も、仏塔供養は在家信者の領分とし
て、冷H~親することは許されない。仏塔の礼拝供養は今や出家比丘の宗教的要約を
みたすものであり、仏塔は在家信者と出家僧団を結ぶ重要な接点で、もあるj とある。
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E事支仏と lvlahiil附 1ii11.付加{((IIIf(/ (天野)

II .Isi伊gz弘

「城日愉余鮒f経圭J類の関係
ノ4ーリ上座部所伝の Apで砕支仏が仏陀と変わらない柄主としてE見方れること
を:Pa罫官、したロ砕支仏を説く経典でApより先立つものにMN.1l6.Jsigili-sut，師 ω1N. 
班、pp.68-71)"がある。 これは砕支仏を主題とした唯一の経典である目。内容は
世尊がラージャガハ(玉舎城)に近し、イシギリ日山呑)山に住んでいた時に比丘

たちに説かれたものである。 Isigili-sultaはパーリ上座部の砕支仏の展開を見る上
で重要である。その内容を見ていこう。

Passatha 110 turnhe， bhik財lave，imaI]1 IsigiliJ1， pabbatan tiワ
比丘たちよ、あなたたちにはあのイシギリ山が見えないか。

Evanlbh剖 te.ω4NIDp.68)

見えます。世尊。

Imas日 kl1o，bhikkhave， Isigi五時apabbatassa田昌 vas副n必JIaahosi田a
paIina吐i.Bhutapubb町民bhikkhave，pa五回Paccekabllddh出ぽ盈廿imasmirpIsi-
E出smirnpabbate ciranivas凹oahe田町 Te im副ppabbataI]1 pavisanta cliss阻 ti
p町 i仙亘llac1issanti. T:白11町出1manussa disva eVaI11 ah叩lSU:Ay田 11pabbato 
ime isi gilatiti Isigili Isigili tveva samaJIJIa l1dapadi. ω4NIDp.68) 

比丘たちよ、このイシギリ山には、この呼称、 この名称があった。

比丘たちよ、その昔、五百人の砕支仏がこのイシギリ山に長く住ん

でおられた。かれらはこの山に入っている時には見られたが、入っ

た後には見られなかった。そのことを見て、人々はとの様に言った。

「この山はこれらの仙人を呑み込むJと。そこでイシギリ(仙呑)、

イシギリ とb、う呼称、が起ったのだ。

Ac凶伯s記ni，bhi地have，Pacc山 buddhanaJ]1n面泊1i;ki仕ayissarni，bhi-
kkhave， PaccekabuddhanaJp 11面福山;d問 団ami，bhikkhave， Paccekabuddh-
an包1111面n盈li.TaI]1 Sl1l)atha， sadhl1k町11m加担ikarotha;bha-sissamiti ω1N 
IDpp.68-69) 

比Eたちよ、[私は]砕支仏たちの名前を述べることにする。比丘たち

ょ、 [私は]僻支仏たちの名前を讃えることにする。比Eたちよ、 [私は]

砕支仏たちの名前を示すことにする。それを聞いてよく考えよ。で

は語ろう。

"対応する漢訳に東晋、僧伽提婆訳 『唱ー阿含経』巻32(大正2、No.125，p .723) 
がある。
15j事国[195ηp.93参胤
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Ari仕ho泊四，bhikkhave，paeeekabuddho imasl1um IsigilismU]l pabbate 
C四 uvasi油051;ω1N.lIIp.69)
比丘たちよ、アリッタという僻支仏はこのイシギリ山に長く住んで

おられTこ。

Ye回世田盈吉田righ亘nirdsapaccel姐mev'司Uhag剖munsubodh.im， Te日m
visallanam nam同man田.1namani me kittayato sl凹員tha. (仙(lIIp.69)
独りで菩援を成就した無苦、無欲の有情の髄である、矢のない最上

の人々の名を私は語ろう。聞きなさい。

以下、八十余名の砕支仏の名をあげていく 1九

Te sabbasangatigate m油田ip剖lIribbutevandatha appameyye ti 
(MN IIIp. 71) 

その執着のすべてを超えた許峨、無量の大仙を拝せよ(と)。

対応する『増ー阿含正到をみてみよう。

汝等頗見止凶山人掘山平。諸比丘釣日。唯書九見之。此山過去久透。亦同此

名。更無異名。所以然者。此仙人山。恒有神通菩薩 ・得道羅漢 ・諸仙人所

居之底又僻支仰列寝中遊J紘我今嘗説僻支悌名抗汝等調怠 善思念之。

(大正2、p.723a) 

〈訳>crあなた方はこの仙人掘山を見よ」と。比丘たちは答えた。「はいO
G山人扱山を)見ますJと。「この山は遠い過去もこの名と同じであり、
異名は無かった。その理由は、此の仙人山には、常に神通の菩薩・得道の

羅漢 ・仙人たちの住まいが有るからである。また砕支仏も中にいて遊戯さ

れる。私は今、時支仏の名慌を説こう。あなた方ははっきりとn宮、し、て思念
しなさし¥J) 

この後十数名の砕支仏の名が出る。ここでは「神通の菩薩 ・得道のmiJ英・諸の
仙人Jとする点、から菩薩・砕支仏(仙人)・阿羅漢という三乗の形式が意識され

ているようである。また如来の世に出現するのを聞いた砕支仏は次のように語ら

jもる。

是日寺。諸砕支悌即於空中l免身取n5ti!f.襲。所以然者。世無二イ弗之申危故取滅
度耳。(大正2、p.723b)

16 Buddhavamsaにでる過去仏と七名が同じ名である。平野真完[1961]p.129参照。

9 
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〈訳>(この時、砕支仏たちは空中で、身を焼いて紋漫然された。その理由

は、 iitに二仏の競が無いために滅度を取ったのである。)

この様に『増ー阿含経』の性質上i1当然のことであるが、三乗の形式を意識す
る箇所が目立つ。 Isigili-suttatこ対応はするが、かなりの増広がある。Isigili-sLlllaてー
税方寸もる「過去の仙人に対しての崇拝Jという事に関係する経典に、 SN.12・65
Nagal'all1(SN.1I pp.104・107)がある。その内容を見てみよう。

Seyyathapi bhikkhave puriso arafuie pav皿ecararnano p出seyyapur創 出.n
maggarn purfu)anj田町 pubbakehin四1Ussehi田町五t副p，50 t剖11叩ugacc-
heyya tam田.uga田h胡toP田seyyapuraI.Jaln nagaram pural)副nr司adh盈甘
rppubbakehi m皿出sehiajjha刊仕haJ]1金量masamp担四国11V.叩田町1paJ目白n
pokkl四百四間p削 1amuddapavaJltar]1四n叩jYaJ)1.(SN.lIpp.105.106)

比丘たちよ、例えば人が林、密林の中を歩いていて過去の人々が辿

った古い道、古い小径を発見したとしよう。彼はその[道]に沿ってそ

の[道]を辿っていく と、過去の人々が生活し、庭園、 園林、蓮池のあ

る、堤を備えた麗しい古い都、 古い王都を発見したと しよう。

Atha kho so bhik陥avep叩 so岡市ova r司jam油aIna白血sava盈occeη'a.
Yagghe bh田tejaI1eyyasi，油amaddasaJ11 ar泌nepav叩 ecar剖nanopma-
醐 )1maggaJ]l pural)aJij田町 pubbakehi[羽田ussehi剖 uyat町 trun剖 uga-
cchim， taJ11 aJ1UgacchaJ1to add描出1P町面1副)1nagaraJ)1 pt凶11担]11可adhaI，-
U11 pubbakehi mal)ussehi ajjhavu凶1剖naramas由11parUl出11V田昌白羽P血ma-
1)1 pokkl1araJ:risarnprumrun uddapavantar]1 laJ11aJ:llY印" taJ11 bhante nag町a-
m mapel由i.(SN.lIp.106) 
また比丘たちよ、その人が王あるいは王の大臣に対ーして報告したと

しよう。「あなた様、 王よ、申し上げます。私は林、密林の中を歩い

ていて過去の人々が辿った古い道、古b、4、径を発見し、 その[道]に沿

っていきました。その[道]を辿っていくと、過去の人々が生活し、庭

園、園林、蓮池のある、堤を備えた麗しい古い都、古い王都を発見

しました。 王様、その都を築いて下さい」と。

Atha kho bhikkhave司java同j卸祖h面m仕ova 血]1nagararn mapeわ'a，
tad田sanag町arnapa問nas血1ayenaiddh副)1ceva phital]1 ca bahUjaJ1aJ11 
訟mn加盟国間山1vuddh.iveptulappattarp. Ev副11eva khv油血11bhikkave a-
ddaSaJ)l pur量nam111得g町 P出面的j出町 Pllbbakehis出刊nasarnbllddhchi
anuyat血)1.(SN.lIp.106) 

17この経典は「阿含jの名を冠するとはし、え、その内容は他の漢訳三阿含及びパーリ
五ニカーヤとは明らかに性質を異にする、多くの大乗的な色彩が濃厚である。林玉

邦[1933]rw国訳一切経』解題JW国訳一切倒阿含部8、p.7干l烏龍祥[1954]pp.36・
37、平川彰[1989]pp.29-43 参H~~
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また比丘たちよ、王あるいは王の大臣が、その都を築かせたとしよ

う。その都が、後に富み、栄え、人々がたくさんいて、人々でいっ

ぱいになり、増加拡大する様に。比丘たちよ、ちょうど同じ様にし

て、私は過去の正等党者たちが辿った古い道、古し、小径を発見した

のである。

対応する『雑阿含経』巻第12、287経(大正2、No.99，pp.80b -81a)では次の

様に説方寸もる。

我目前乍危念。我得古仙人道 ・古仙人逗 ・古仙人道跡。古仙人従此跡去。我

今随去。斡日有人遊於噺野。披荒覚路。忽過故道古人行底彼則樹子。i!Wi

i新前i色見放城邑 ・古王宮殿 ・園観樹也 ・林木清浄。彼作是合、我今省往
白壬令知。!lPf主白王。大王宮知。我迎!痴野。披荒求路。忽、見故道古人行広
我即Fi!討す。我随行己見故城邑・故王宮殿・闘出現1谷池 ・林流j青得。大王可
往居止其中。王即往彼。 止住其中。製集安除入国弘盛。今我如匙得古

仙人道 ・古仙人逗 ・古{山人跡。古仙人去慮。樹号崎去。(大田、 p.8Oc・81a)

〈訳>(ある時、私は次の様に考えた。私は古仙人の道 ・古仙人の淫 ・古仙

人の道跡を得た。古仙人は此の跡に従って去った。今私も随って去ろうと。

たとえば人が畷野で開拓して路をもとめる時、突然故道、古人の行った庭

に出会えば、彼はそれに随って行き、しだいに前進し、故の城邑 ・古玉の

宮殿 ・闘親、浴池 ・林木が清浄であるのを見て彼は考えた。「私は今行っ

て王に申し上げて知らせるべきであるJと。そして王に申し上げ、大王は

知られた。「私は畷里子で開拓して道を求めたら、突然故の道、古人の行っ

た庭を見つけ、私はそれに随って行きました。私は随って行き、故の城邑 ・

故の王の宮殿 ・園観浴池 ・林流が清浮であるのを見ました。大王も行かれ

てそこに住まれるべきです。」王は彼に従ってそこに住すると、盟集安憾

で人民は大いに栄えた。今私も同じ機に古仙人の道 ・古仙人の逗 ・古仙人

の跡、古仙人の去った慮を得て、随って去ることを得た。)

これは例えば人が森の中て、古人のたど‘った古径を発見し、その道に従って行っ
て園林や蓮池のある古械を見出すとして、彼は国に帰って王や大臣にそれを報告
して、古城の復興を献策する。それと同じように、世噂は過去の道、過去の車l峰、
過去¢仙人の行き従った足跡を見出したという内容である。つまり「過去の仙人」
の教えに従うとしづ点で先述の'MN.1l6、Isigili-S!ltlaと共通する。
本経はその内容から『場撒経』あるいは『城邑経』とよばれる。パーリの「過
去の正等覚者 (pubb汰a田m福sambuddha)Jの箇所は、 i英訳では「古仙人Jと説
かれる。本経はこのこつを加えて七つの異本があるが「古仙人」とするものと「過

11 
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去の正等覚者Jとするものの二つに分ける事ができる九このことについて平野
菜完氏は「過去仏と古仙人とが伝承の上で混同さ才vj，尋たことを示すと見られる(平

野[1961]p.129)Jと述べる。「城輸経J類が成立した頃は古仙人と過去の正等覚
者の区別がはっきりついていなかったと考えられる。ここでの、古仙人と過去の
正等党者の新古に関しては、明確なことは言えないが、過去仏と締支仏はある程
度同じ資料に源泉を求めることが出来ると考えられる。では「城愉経J類の古仙
人 ・過去の正等党者の枇念はその後、どのように伝承されてい司たのか。この発
展過程はJsigili-slIttaの様に騨支仏を説く経典の系統と、過去七仏を説く経典の系
統の二系統に分離したのではなし、だろうか。Apの仏陀と変わらなし、柄主として
説かれる砕支仏は、 この発展過程も影響していると考えられる。

JJI. Mah司padanasuttant，αの過去仏
「柳町布経」類の 「過去の正等党者Jの1此念を直接引き継くのは過去七仏思想
である。過去七仏思想"を説く経典は阿含 ・ニカーヤでいくつカヰ拘笠するが、「城
聡経j類の古仙人を発展させたもの20は、 Mahapadi初出uttanta(DN.14，DN. I!pp.l-
54以下Mhp.)である21。本経は主に毘婆戸仏の伝記を述べるものである。その
中で毘婆戸仏による証主権提木又の請出の場面がある。その内容を見てみよう。

‘Tatra sudaJ]1 bhikkhave Vipassi bhagava訂'ahams剖四.11a-s副nbuddhobhl-
除hu-sarllgheeVaJ]l patimokkh血1uddisati.(DN. I!，p.49) 
そこで比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるゲィハ， 'lシー世尊は、比
丘僧団のなかでつぎのようにパーティモッカを吉田唱された。
“'KhaJ1li param副n凶politikkl】E
Nibb盈3田]1P町田11amva也ntiBuddha. 
Na hi pabbajito par包paghati，
S町卸oholi par副 vihe山町田10.(DN. I!，p.49) 
耐え忍ぶは最上の{彦行、

18 r古仙人 (p面V波町平j)とするものに党本Nidall町即加点a、(C.Tripa!hi，F也曲目ZWartZlg
Sutras d田N幽n田明戸水t弘Berlin1962) Wi繍包聖道経~ (大正16、No.714，827b)、「過
去の正等党者J とするものに『貝多樹下思惟十二因縁経~ (大正16，No.713，p.826b ) 
『笥御前経~ (大正16、No.715，p.829a) W噌ー阿合経』巻38・4(大正2、
No.125 ，p.80c) 平野[1961]p .129、吉本信行[1989]p.16 参p.~~
19阿含・ニカーヤで「過去七仏jとするものはないが、ここでは慣例に従い 「過去
七仏jと呼ぶ。
m吹田路草[1993]p.2730梶山雄一[1996]pp.6-7参照。
21対応する1英訳に『長阿含経』巻第1r大本経J後秦・仏陀耶舎 竺仏念IIR(大正
I ，Nolpp.lb~10c)。他に四つの異訳がある。
1 Wi'弗説七仏車到 1 巻、宋・法天訳。(大正 I，No.2，pp.150a~154a) 
2 W毘婆戸仏経~ 2 巻、 宋 ・ 法天訳。(大正 I ，No.3，pp.l54b~159a)
3 W七仏父母姓字経~ 1巻、失訳。(大正I，No.4，pp.159a~ 160a) 
4 W増ー阿含経』不善品第4経、東晋僧伽健婆訳。(大正2，No.125;pp.790a~791b) 
また中央アジアで発見された本経に対応する党本の断簡も相主し、 Waldschmidtに
より校訂出版された。 EWaldscbmidtDasMah品川品目siin'aTeill，2.Berlin，1953， 1956 
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r呈擦は最上、と諸仏は説く。
他を害するは出家にあらず、
他を悩ますは沙門にあらず。

‘“Sabba-pap部団法直面1創刊 kusa!assaupasampada， 
Sacitta-p日y吋apanam，etam Buddhana sa田n田11.(DN]]， p .49) 
いかなる悪も行わず、もっぱら善を完成し、
自ら心を浄くする、これが諸仏の教えである。

‘"Anupavado anupaghato patimokkhe ca回 .1wa.ro，
Ma壮語inutaca bhaitasmim p田ltanca say皿 asanarp.
Adhicitte ca ayogo， etam Buddhana sas聞が， ti. (DN]] ，pp.49-5め:21
罵り害することもなくパーティモッカをよく守り、食事において量を

知り、静かなところに臥し、
禅定によく励む、これが諸仏の教えである、と。

『大本i到でのこの箇所はMhpとほぼ一致するが波羅提木文として説く偏の
数に相違がある。

天復告言。六年己満。首選前氏 H寺諸比丘開天語巳姉持衣鉢j霊祭頭城。

至鹿野苑毘婆戸イ弗所。頭面白島完却坐一面。働時煩白衣日象善調随意所之大衆

如是随教而還雨時如来於大衆前上昇虚皆吉力日欧坐。講説戒経忍辱鋳第一。

{弗説1里祭最不以i徐毅髪害他僑沙r~， (大正1、p.lOa -b， ) 

〈訳>(天はまた言った。「六年の期は既に満ちた。町に帰りなさしL私は

戒を説こう。Jその時、比丘たちは天の言葉を聞いて、衣鉢を持って繋頭

の町に戻り、鹿野苑の毘婆戸仏の所に行き、 NJj面前wモし、退いてかたえに
坐った。その時仏は偽頒を作った。「よく善調された象が思い通りに動く

ように、大くの人たちもそのように教えに「遭って戻ってきた。」その時、

如来は大衆の前で虚空に上昇し、結加朕坐して掃己主主を講説した。[その内

容は]忍辱を第ーとし、仏はr里繋が最上であると説く。あごひげや頭髪を

そり落しでも、 他を害する者は沙門ではない[とし、うものであった]，)

Mhpでは三倍説くが『大本経』ではー偽のみでありその内容は Mhp.の第一偏
に相当する。また『毘婆戸仏経』では三偽説くがその内容は Mhpとは少し異な

22三つの備はDhammapada184，183，185備と一致する。備の!順番については森祖道
[2000]pp.174-176 参P，~'Oまた注釈書は「諸仏J に対して以下の様に述べる。
buddha ti buddha ca paccεkabuddha ca anubuddha ca ti ime hi tayo buddha rtibbanaJ]1 u仕剖羽田

tl va也ntI， ω'hammapada-atrha灼rhaID.p.237) 
く訳〉諸仏とは諸々の仏と牌支仏と党知した者でありこの三人の仏陀たちは居祭は最

上であると説く。

13 
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る23

さてこの波羅提木叉議出の場面が本経の成り立ちを考えるうえで重要になって

くる。「大本経」類のこの箇所のj原泉は律蔵にある事は平川彰氏が+尉筒している

240 パーリ律経分別のその箇所をみてみよう。

idha mayha]1 bhante rahogatassa patsallinassa eva]1 cetaso parivi凶dm

ahosjti. ka包meSal1anlkho bhalte凶ddhan血nbhagav田tan剖百 bralunaca-
nyarp na c 回目hitikamahosi， kata11<白星nan1buddh面白nbha呂町叩t盈1an
bralunacariyan ciratthitik3l]l油osjti.bhagavato ca Saliputta Vip出SIssa
bhagavato ca Sikhissa bhagavato ca Vessabhussa bralunacariyan na 
ciratthitika]1 al1osi， bhagavato ca Sariputta K依田叩品田sabhagavato ca 
Konag町田n田sabhagavat.o ca Kassapassa bralunacariYaJ]1 ciratthitika]1 

al1osjti. (Vinaya.illp.7-8) 

「世尊、私はここに独坐し、静かにH冥想、にふけっておりましたが、

心に次の様な考えが起りました。『どの様な仏・世尊の党行は久住せ

ず、どの様な仏 ・世尊の党行は久住したのか』と。世尊、どの機な

仏 ・世尊の党行は久住せず、どの様な仏・世尊の党行は久住したの

ですかJと。「サーリプッタよ、ヴィパッシ一世尊、シキ一世尊、ヴ

ェサブ一世尊のう主行は久住せず、カクサンダ世尊、コーナガマナ世

尊、カッサパ世尊の党行は久住した」

konukho bh剖ltehetu ko.沿ccayoyena bhagavato ca Vipassissa bhagavato ca 
Sikhissa bhagavato ca V町田bhussab凶ll11aC四 y出11na c 回世hitik血11allOsjti 
bhagav亘caSariptta Vip国 ;jbhagava ca Sikhj bhagava ca V田sabhukilasl凹 O

ahesw11 sav北anamvittharena dhamm血11desetw]1 appakan ca n田anahosi 

sutta]1 ge:η岨.11 veyy詰也四11町民tha udan担n itr叩仕ak副ロ jatakan1 
abbhutadhamnanl ve也11aJ]1， app必na壮叩1savak面】副11sikkhapadarn，叩lud-
ditth田npatimo凶<h叩1.(Vinaya. illp.8) 

「世尊、ヴィパッシ一世尊、シキ一世尊、ヴェサブ一世尊の党行が

久住しなかったのは何が原因なのですか。Jrサーリプッタよ、ヴィ
パッシ一世尊、シキ一世尊、ヴェサブ一世尊は、声聞弟子のために

法を広く説くことを厭がり、僅かに契経、重顔、記別、偽領、感興、

お我今演説波羅提自叉日忍辱最矯品問、得1里繋過去悌所説出家耐用遠白掛殺害身口

七支過持此戒具足設生大智慧千尋f弗1青浮身世間無有上出生無漏智盤苦苦生死りて正1、
p.158a) 

僻(私は今波羅提目文を演説しよう。忍辱を最上とする。湛えしのべばJ呈襲を得

るというのは過去仏の所説である。出家し沙門となって殺害と身口の七支の過ちを

嫌い、此の戒具足を持てば、大智慧を生み、仏の清浄身を得る。世間にこれ以上の

ものはない無漏智を生み出し諸々の苦しみや生死は滅びる。)

24平川彰[1999]pp.377-389 参~!l。
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本事、本生、未曾有法、方広[の九分教]はあったが声聞弟子のた

めの戒法を制定せず、波mt:是木叉を説かれなかったからである。」

ko pana bhante hetu ko pa∞ayo yena bhagavato ca KaI叩sandhas5abhagavato 
ca Konag叩Ja11田5abhagavato ca K出国p国5abralunacariYaJ]1 c四¥!hitila]1
al105iti. bhagava ca S訂ipttaKakus加 dhobhagava ca KonagaJ11叩 obhagava国
K出品po必<ilaSlll1o油 田 山11sav叫anam羽目harenadhamn四 11d田etumbah凶
ca n白血nahosi田町田11geyyaJ]1 veyyal由国11田]1g百thaudan田11itivu目ak出n
jatak面nabbhutadh血llln百nvcdal加11，pannatt剖11savak福田]1sikkhapad血11，
uddi¥!h但11patimokkhaJ]l. (/'ゥJ/a戸1.illp.8・9)
「世主事、カクサンダ世尊、コーナーガ7ナ|止噂、カッサパ世尊の党

行が久住したのは何が原因なのですか。Jrサーリプッタよ、カクサ
ンダ世尊、コーナーガマナi!!:尊、カッサパ世尊は、声聞弟子のため

に法を広〈説くことを厭がらず、多くの契経、重煩、記別、偽頒、

感!J1t、本事、本生、未曾有法、方広[の九分数]があり、声問弟子

のための成法を制定し、 i皮羅提木文を説かれたからである。」

ノξーリ律で波羅提木叉を説かなかったウeィパッシー仏が、同じパーリ上座部所
伝の Mhpでは波羅提木叉を説く存在とされている目。先行が久住した仏陀とし
なかった仏陀の組み合わせは各律蔵て、異なる。『五分律』ではパーリ律と同様「毘
婆戸仏、戸来仏、随薬仏の三仏の先行は久住せず、拘桜f，t-f.ム、拘那含牟尼仏、迦
葉仏の党行は久住した」と述べる (W五分律』巻l、大正22，No.1421，p.lb)o W四
分律』では 『毘主主戸仏、式仏、拘留孫仏、迦葉仏の先行は久住し、随薬仏、拘那
含牟尼仏の法は久住せずJと述ベる (W四分律』巻 1、大正 22，No.1428，p.569a.
b)o W十議律』と『根本有部律』はこれを欠く。その理由を述べる箇所は「正法
が久住した過去仏は弟子のために波線提木叉を制定、前出したJと、各律蔵とも
一致する2t律臓の記述を拡大してできたものが「大本経J類であるとし、う見方
ができる。『大本経』以外の漢訳文献ではどうであろうか。『七仏経』 には次のよ
うにある。

復次過去劫中。毘婆戸例。戸棄例。毘舎J手{弗。首見戸羅清浄戒低成就智

慧最上之行。復次賢劫中。イ呉留孫1弗。倶那含牟尼イ作。迦葉波備。亦説1青浮
律{義及締定解脱之i!o我所説法。亦復如是。(大正l、p.150a)
〈訳〉惚た次に過去劫中に毘婆戸仏、戸棄仏、毘善計手仏は戸羅I青将戒律を
宣説し、智26!最上の行を成就したロまた次に賢t;!J中に倶留孫仏、倶那含牟

笥このことに関してパーリ律の注釈書Samalllapasadi，焔はヴイノ4ッシー仏は、

通l)ap盈uno地ha(威徳i皮羅提木文)を説かなかったがov抽 patirnokkha(教誠波緩慢木
文)は説いたと説明する。(S，αmallfap丘sadika I，pp.185.186.) 

2G W，摩訴僧紙律』では過去仏の名は出さないが久住した理由は一致する。 大正22，p.227
b。
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尼仏、迦築波仏もまた1青浮律儀と禅定解脱のf去をff5l.1，、た。私の説く法も同

様である。)27 

『毘婆戸仏経』でも、 『七仏経』 同様、毘婆戸仏は波羅提木叉を説いている(大

正1、p.157c)。

Mhp.で、若RJi!すべきはヴィパッシー仏を波羅提木叉を説く存在に変えた事の背
後にあるものである。砕支仏が熔を建てるに値するものであるという言己主は本稿
でも取り上げた。僻支仏と間以原泉に辿れる過去仏についても彼らの塔を崇拝す
る人々がし、たことは既I~~儲Eされているえパーリ上座部所伝の文献でも過去仏
と塔について説かれる箇所がある。Mhpより後の成立である過去二十四仏を説
くBuddhavGmsalこ次の言己主がある。

Vip酪siji.navaro dluco田mitt孟缶四1由inibbuto 
tatth'eva t宙開 thupavaro5a甘ayoj剖la-m-ussitoti.(.Bv..p.79) 
ヴrィッパ、ンー仏とし、う優れた勝者、尊者はスミッタで1里梁に入られ

その優れた塔はそこにあり高さは七由旬である。

Buddhavamsaでは他の過去仏についても同内容のことが説かれる。過去仏の仏
塔に関して静谷正雄氏は「具体的な信仰対象としての過去仏(静谷正雄[1974]p
16参照)Jと述べる。礼拝対象と しての過去仏を劃見する立場からすれば、源泉
となった律蔵の記企のように波縫提木文を説かなかった過去仏は受け入れがたし、

ものであったであろう。 礼拝対象としての過去仏を重視する立場の影響が;M1lp
編纂者に波経提木叉を説くヴィパッシー仏を挿入させたと考えることが出来る。

しかし経典を編纂する人々が仏陀によって説かれた法を罫見したのであれば、

過去仏をただ礼拝対象と してのみ扱うには払覗Eが生じたと恩われる。
そこで17leragaJhaの490.491{昌を見てみよう。

Yen' eva maggena gato Vipassi yen'eva maggena Sikh.i ca Vessabhu 
k品目sandhaKo(laga羽田oca Kassapo ten' a日uasenaagamasi Gotamo 
(17，erag. v490) 
その道によってヴィパッシーが行きその道によって‘ンキーとヴェッ

サプーとカクサンダとコーナーガ7ナとカッサパとが行ったところ

のその直き道によってゴータ7 は行かれた。

27この過去六仏の区分は律蔵ではパーリ律、『五分律』と一致する。

問ニガーリー ・サーガノレの小石栓法則Jにコーナーガマナ仏の搭のことが述べられる。

(J.m∞:h.，μsmSI口ヤ加IlSd'Asoka.P血 s1950.p.158)また 『大唐西域記』巻6にコー
ナーガマナの舎利培が、カクサンタ・仏のそれとともにアショーカの建てた建てた石

住を前にして相生していたことが述べられている。(大正51、No.2087，p.901b).W高
僧法顕{云』にもコーナーガマナ仏の培について述べられている。(大正51、

NO.2085，p.861a)。仏典の中でも過去仏の熔に関しては述べられている。杉本卓洲
[1984]pp.268・280では特に各律蔵で鋭かれるカッサパ仏の港について詳細に述べて
いる。
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vi回tar由主田昌danasatta buddha khayogadha， 
yeh' ay副ndesito dh町四noclhammabblitebi tadilli. (刀'"，rag.v491) 
七人の仏陀たちは渇愛を離れ、執著することなく、消滅のうちに没

入しておられる。法そのものとなった、 この様な人々が、この法を

説かれたのである。

この様に過去仏を「法そのものJとする事により、 f去を富見する人々にとって
も、過去仏は礼拝対象となり得るのである。過去七仏を題材としたA1hpは、「法
そのものである存在の過去仏Jとしづ概念を前提にして編纂され、 Dighanikaya
という枠に収められたと考えられる。

士士吉五
小口ロ口

以上、パーリ上座部所伝の砕支仏を説く経典及びそれらと連絡I生を持つ'Mhp
に基づき、経典が編纂される過程で、 礼拝対象を罫見する立場の人々の影響につ

いて考察した。そして仏熔の存在が重要であることを確認した。経典編纂の意図

を考える上で、その背後にある当時の仏鞘走たちの動向は重要である。本来、パ

ーリ上座部において、仏陀亡き後でも説かれた法が残れば問題はなかった。しか

し仏陀の遺骨を具{柏拍礼拝書換とする傾向は、教団内におし、てかなりの勢力と

なっていたのであろう。その影響力iApadanaの砕支仏が説かれた事や、 Mhp.の過
去仏がパ一日律の記主とは異なる存在として経典に挿入されるに至ったことを述

べた。 Mhpの過去七仏は二十四仏を説くBuddhavamsaに発展する。ここでは仏
塔や舎利供養の事が具体的に述べられる。 Buddhavamsaが編纂された頃には、具
{柚な礼拝対象を罫見する立場の、経典編纂に及ぼす影響力はより強し、ものとな

ったと考えられる。仏t菩信仰の影響は砕支仏 ・過去仏のみでなく他の事柄にも関
係してくるであろうし、パーリ上座部だけの問題ではない。 それを考えるために

はより深い仏熔への理解が求められる。今後の課題としたbL 

(パーリ語のテキストはすべてPI'S版を使用。)
(略号)

AN. =AligIlttaranikaya(pTS) 
Ap. =Apad，品問(PTS)
BV.=Buddh即'GI11Sa(PTS)
DN=Dighanik砂'a(PTS)
MN=，崎yhimani.均IQ(PTS)
SN可制収lttanik母ya(PTS)
Sn.=SIIttal1i戸担問S)
刀'"，rag..=Thae/α，galha(PTS)
Vinのla.=Vinayap巾初(PTS)
Ja.=Ja/aka(PTS) 
PTSD=Pali-English-Dic/iona/y(pTS) 
大正=w大正新修大蔵経』
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